
　８月11日㈫、津軽中里駅隣の元スーパー店舗に「金多豆蔵人形劇場」がオ

ープン。関係者による記念の落成式が行われ、金多・豆蔵がテープカットを

行って完成を祝いました。

　約１世紀にわたって相伝されてきたこの津軽伝統の人形劇は、竹田地区在

住の木村巌さんが主宰しています。

　この劇場では、毎月第１土曜日（午前10：30、午後３：20）に公演を行います。

爆笑すること請け合いの劇ですので、ぜひご覧になってみてください。

拍子木の音とともに

　　「金多豆蔵人形劇場」開演
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今
春
に
メ
キ
シ
コ
か
ら
発
生
し
た
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
。
時
を
追
う
に
つ
れ
、
世
界
各
地
で
の
発
生
が
確
認

さ
れ
、
全
世
界
で
の
死
者
も
２
千
人
を
超
え
ま
し
た
。
W
H
O（
世
界
保
健
機
構
）は
、
6
段
階
あ
る
警
戒
水
準
の

中
で
も
っ
と
も
高
い
フ
ェ
ー
ズ
６（
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
＝
世
界
的
大
流
行
）を
宣
言
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
国
内
で
は
、
８
月
15
日
㈯
に
初
の
死
者
が
確
認
さ
れ
、
通
常
は
流
行
し
な
い
夏
に
な
っ
て
も
依
然
流
行
が

収
束
し
て
い
ま
せ
ん
。
８
月
19
日
㈬
に
は
舛
添
厚
生
労
働
相
が
、「
本
格
的
な
流
行
が
始
ま
っ
た
」
こ
と
を
記
者

会
見
で
発
言
し
て
い
ま
す
の
で
、
油
断
の
な
い
対
策
が
必
要
で
す
。

　

学
校
や
保
育
所
・
幼
稚
園
が
始
ま
り
、
感
染
が
広
ま
り
や
す
く
な
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
、
ま
た
季
節
性
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
流
行
期
を
迎
え
る
こ
と
や
、
新
型
ウ
イ
ル
ス
の
毒
性
変
化
な
ど
不
測
の
事
態
に
対
応
す
る
こ
と
も
必

要
に
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
町
で
は
、
７
月
16
日
㈭
に
「
中
泊
町
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
本
部
」
を
発
足
さ

せ
て
い
ま
す
。
今
月
の
特
集
で
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
す
。

　町では、今年5月に策定した「中泊町新型インフル
エンザ対策行動マニュアル」に基づき、〈表１〉の各
発生段階に応じて、各課が必要な対策を速やかに取る
ことにしています。

今後、感染者が発生した場合は、各課が「町内危険レベル」に準じた対策・対処を次のように行います。

　●新型インフルエンザ対策関連情報（厚生労働省）
　　　http://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou04/index.html
　●個人でできる対策（厚生労働省）
　　　http://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou04/pdf/09-12.pdf
　●新型インフルエンザ対策について（青森県庁）
　　　http://www.pref.aomori.lg.jp/welfare/health/pandemic_flu_action.html

※ この特集の情報は、９月１日時点のものです。対策などは状況に応じて変わることがありますので、政府な

どの出す最新の情報をチェックしてください。

国における
発生段階の区分 状　　　態 対策本部

の設置等
町危機管
理レベル

前　段　階
（未発生期）

新型インフルエンザ
が発生していない 未発生期

第　一　段　階
（海外発生期）

海外で新型インフルエ
ンザが発生した状態

対策班を
設置

町内注意
レベル

第　二　段　階
（国内発生早期）

国内で新型インフル
エンザが発生した

幹事会を
設置

町内警戒
レベル

第
三
段
階

国内で、患者の接触
歴が疫学調査で追え
なくなった事例が生
じた状態

対策本部
を設置し、
「非常事
態」を宣
言し必要
な対策を
講じる

町内危険
レベル

各
都
道
府
県
の
判
断

感染
拡大期

各都道府県において、
入院措置等による感
染拡大防止効果が期
待される状態

まん
延期

各都道府県において、
入院措置等による感染
拡大防止効果が十分に
得られなくなった状態

回復期
各都道府県において、
ピークを超えたと判
断できる状態

第　四　段　階
（小康期）

患者の発生が減少し、
低い水準でとどまっ
ている状態

全　　課

管理する部署での発生状況把握

町民課（主管課）

予防接種や手洗いなど
予防策の周知徹底、保
健所調査への協力など

福 祉 課

保育所閉鎖の判断、福
祉施設の見回り、高齢
者世帯の支援など

総 務 課

対処する職員の動員を
要請、車両の運用など

水産観光課

旅館業との連絡調整な
ど

建 設 課

交通機能の維持など

農 政 課

商店への協力要請など

小泊支所

小泊地域の情報収集な
ど

教育委員会

学校の学級閉鎖や臨時
休校、施設の閉鎖、事
業の中止など

こ
れ
を
読
め
ば
わ
か
り
ま
す
‼

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
へ
の
対
処
と
備
え

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
特
集 

■ 

町
の
対
策

流行した場合の町の対策

〈表１〉中泊町新型インフルエンザ対策における危機管理体制

新型インフルエンザ情報ホームページ
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● 

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
ふ
る
ま
い

や
季
節
性
の
も
の
と
の
違
い
は
？

　

新
型
は
、
一
般
的
に
症
状
が
軽
い

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
従
来
の
季

節
性
は
高
齢
者
の
死
亡
率
が
高
い
こ

と
に
対
し
、
今
回
の
新
型
は
基
礎
疾

患（
持
病
）を
持
っ
て
い
る
方
や
、
妊

婦
・
幼
児
な
ど
の
重
症
化
が
目
立
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。
ま
だ
分
か
ら
な

い
と
こ
ろ
が
多
い
の
で
、
油
断
し
な

い
こ
と
が
大
事
で
す
。

● 

新
型
や
季
節
性
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ワ
ク
チ
ン
の
確
保
見
通
し
は
？

　

季
節
性
は
例
年
の
8
割
程
度
出
荷

す
る
よ
う
な
の
で
、
診
療
所
で
は
必

要
な
量
を
そ
の
都
度
確
保
す
る
予
定

で
す
。

　

新
型
用
は
、
ど
の
よ
う
な
方
へ
優

先
的
に
接
種
す
る
な
ど
、
ま
だ
厚
生

労
働
省
で
検
討
中（
8
月
20
日
現
在
）

で
す
の
で
、
今
後
の
情
報
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

● 

新
型
と
季
節
性
の
２
つ
が
流
行
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

　

あ
り
え
ま
す
。

　

新
型
が
流
行
す
る
以
前
で
も
、
A

型
に
か
か
っ
た
あ
と
B
型
に
か
か
っ

た
り
、
両
方
の
型
に
同
時
に
感
染
し

て
い
た
り
な
ど
し
て
い
ま
す
。
両
方

が
流
行
す
る
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ

ま
す
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

● 

新
型
に
か
か
っ
た
場
合
の
治
療
法
は
？

　

季
節
性
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同

じ
治
療
で
す
。
患
者
さ
ん
の
状
態
に

応
じ
て
、
入
院
さ
せ
た
り
、
抗
ウ
イ

ル
ス
薬（
タ
ミ
フ
ル
・
リ
レ
ン
ザ
）を

処
方
し
た
り
、
そ
の
ま
ま
自
宅
療
養

の
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
治
る
病
気
で

す
。
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
は
、
平
均
す
る

と
1
日
早
く
治
る
効
果
が
あ
り
ま
す

が
、
必
ず
し
も
服
用
が
必
要
と
い
う

わ
け
で
は
な
い
の
で
、
薬
が
処
方
さ

れ
な
い
か
ら
と
い
っ
て
不
安
に
な
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
ず
町
民
の
方
に
は
、「
予
防
策

の
徹
底
」
と
新
型
に
か
か
っ
た
場
合

で
も「
落
ち
着
い
て
行
動
す
る
こ
と
」

を
お
願
い
し
た
い
で
す
。
特
に
予
防

は
、
手
洗
い
、
う
が
い
、
人
混
み
で

の
マ
ス
ク
着
用
が
効
果
的
で
す
。

※ インフルエンザのような症状は、咳、鼻水、のどの痛み、高
熱、全身倦怠感などです。
※ 持病がある人（下を参照）は、まずかかりつけ医に連絡して、
指示を仰いでください。

　次のような方は、重症化するリスクが高いとされているので、
予防策を徹底したり、早めに医療機関を受診するなど、特に注
意してください。

●持病がある人
　 　慢性呼吸器疾患、慢性心疾患、糖尿病などの代謝性疾患、
腎機能障害など
●妊婦、幼児、高齢者

〈参考〉厚生労働省新型インフルエンザ対策関連情報
　http://www.mhlw.go.jp/bunya/
　　　　　　kenkou/kekkaku-kansenshou04/index.html

〈
過
去
の

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
大
流
行
〉

1
9
1
8
�
1
9
1
9 

ス
ペ
イ

ン
か
ぜ

　

ア
メ
リ
カ
で
発
生
後
�
世
界
各
地

で
猛
威
を
ふ
る
い
�
全
世
界
で
6
億

人
が
感
染
し
た
と
い
わ
れ
ま
す
�
日

本
で
も
�
約
40
万
人
が
犠
牲
に
な
�

た
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
�

1
9
5
7　

ア
ジ
ア
か
ぜ

　

香
港
か
ら
発
生
し
�
全
世
界
に
広

ま
り
ま
し
た
�
日
本
で
は
3
0
0
万

人
が
罹
患
し
�
5
�7
0
0
人
が
犠

牲
に
な
り
ま
し
た
�

1
9
6
8　

香
港
か
ぜ

　

こ
れ
も
香
港
か
ら
発
生
し
�
世
界

へ
急
速
に
広
ま
�
て
い
き
ま
し
た
�

日
本
で
は
14
万
人
が
罹
患
し
�
2
�

0
0
0
人
が
死
亡
し
て
い
ま
す
�

1
9
7
7　

ソ
連
か
ぜ

　

中
国
北
西
部
か
ら
発
生
し
�
現
在

の
ロ
シ
ア
に
広
ま
�
た
後
�
日
本
で

も
流
行
し
ま
し
た
�

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
特
集 

■ 

受
診
と
治
療

小
泊
診
療
所
の
米
田
先
生
に
聞
き
ま
し
た

米田博輝先生

新型インフルエンザかな？と思ったら

発熱やせきなどインフルエンザのような症状がある

いつも、かぜや慢性疾患な

どで、受診している医療機

関がある

受診する医療機

関（かかりつけ医

など）へ、電話し

てから受診する

① 自分でインターネットや電話帳などで、受

診する医療機関を調べる。

② 自分で調べることができない場合は、保

健所へ電話して情報提供を受ける。

●五所川原保健所 ☎34－2108

●夜間窓口 県庁保健衛生課

　　（17：30～翌日8：30） ☎080－1844－9499

【医療機関から保健所への相談をすすめられた場合】
　保健所が相談に対応し、一般の医療機関が対応できな

い場合には、新型インフルエンザ外来（ほかの患者と接

触しないで受診できる医療機関）を紹介します。
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いいえ

はい

受診する医療機
関が分かった

医
療
機
関
か
ら
保
健
所
へ

の
相
談
を
勧
め
ら
れ
た



ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
な
ど
で
口
と

鼻
を
押
さ
え
、
ほ
か
の
人
か
ら
顔

を
背
け
て
２
ｍ
以
上
離
れ
ま
し
ょ

う
。
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
な
ど

が
な
い
と
き
は
、
手
よ
り
も
周
囲

に
触
れ
に
く
い
曲
げ
た
肘
あ
た
り

で
押
さ
え
ま
し
ょ
う
。

・ 

鼻
汁
や
痰
は
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ

ー
に
出
し
、
す
ぐ
に
ふ
た
つ
き
の

ゴ
ミ
箱
に
捨
て
ま
し
ょ
う
。

・ 

マ
ス
ク
を
正
し
く
着
用
し
、
周
囲

の
人
や
咳
を
し
て
い
る
人
に
マ
ス

ク
の
着
用
を
す
す
め
ま
し
ょ
う
。

ガ
ー
ゼ
マ
ス
ク
は
不
適
当
で
す
。

透
過
性
の
低
い
不
織
布
の
マ
ス
ク

を
使
い
ま
し
ょ
う
。

・
上
部
を
鼻
筋
に
合
わ
せ
る

・
鼻
・
口
・
あ
ご
を
お
お
う

〈
外
し
方
〉

・
ひ
も
を
持
っ
て
顔
か
ら
外
す

・ 

マ
ス
ク
表
面
に
は
触
れ
ず
に
捨
て
る

●
そ
の
他
の
対
策

・
不
要
不
急
の
外
出
は
避
け
る

・
目
・
鼻
・
口
に
触
ら
な
い

・
体
調
の
悪
い
人
に
は
近
づ
か
な
い

・ 

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
や

十
分
な
休
養
を
と
る
な
ど
し
て
、

体
力
・
抵
抗
力
を
高
め
る

●
守
ろ
う
！
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト

・ 

咳
や
く
し
ゃ
み
を
す
る
と
き
は
テ

●
う
が
い

1 

、
口
の
中
の
汚
れ
を
取
る
よ
う
に
、

ブ
ク
ブ
ク
う
が
い
を
し
ま
す

2
、
い
っ
た
ん
水
を
吐
き
出
し
ま
す
。

3 

、
も
う
一
度
口
に
水
を
ふ
く
み
、

の
ど
の
奥
ま
で
し
っ
か
り
と
、
ガ

ラ
ガ
ラ
う
が
い
を
し
ま
す
。（
3
回

以
上
）

●
マ
ス
ク
の
つ
け
方
と
外
し
方

〈
つ
け
方
〉　万一感染してしまった場合は、他の人への感染を

広げないために、しばらくの間外出しないことが必
要となります。
　そうした事態に備え、以下のものを備蓄するとよ
いでしょう。

●食料品（長期保存可能なもの）の例●
　米、乾めん類（そば、そうめん、ラーメン、うどん、
パスタ等）、切り餅、コーンフレーク・シリアル類、
乾パン、各種調味料、レトルト・フリーズドライ食
品、冷凍食品（家庭での保存温度、停電に注意）、即
席めん、缶詰、菓子類、ミネラルウォーター、ペッ
トボトルや缶入りの飲料、育児用調製粉乳

●日用品・医療品の例●
　マスク（不織布製マスク）、体温計、ゴム手袋（破
れにくいもの）、水枕・氷枕（頭や腋下の冷却用）、
漂白剤（次亜塩素酸：消毒効果がある）、消毒用アル
コール（アルコールが60％～80％程度含まれてい
る消毒薬）、常備薬（胃腸薬、痛み止め、その他持病
の処方薬）、絆創膏、ガーゼ・コットン、トイレッ
トペーパー、ティッシュペーパー、保湿ティッシュ
（アルコールのあるものとないもの）、洗剤（衣類・
食器等）・石けん、シャンプー・リンス、紙おむつ、
生理用品（女性用）、ごみ用ビニール袋、ビニール袋
（汚染されたごみの密封等に利用）、カセットコンロ、
ボンベ、懐中電灯、乾電池

　ウイルスをきちんと洗い流すには、石けんを使って写真のよ
うに洗い流すようにしましょう。15秒以上の時間を使い、流
水で洗います。洗った後は、清潔なタオルでよく拭きましょう。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
特
集 

■ 

予　

防

新
型
�
�
�
�
�
�
�
�
予
防
策

万一の感染に備え
家庭で備蓄するもの

石けんを手のひらでこすり合わ
せ、泡立てます

１

指の間も洗います

４

手の甲をこすりながら洗います

２

親指を付け根から洗います

５

つめの間や指先も忘れずに洗います
特につめの間は入念に洗います

３

最後に手首を洗います。洗った
らタオルで拭くのを忘れずに

６

正しい手の洗い方
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９
月
10
日
㈭
〜
16
日
㈬
ま
で
の

一
週
間
は
自
殺
予
防
週
間
で
す

　

一
人
で
抱
え
込
ま
ず
、
ど
う
ぞ
誰

か
に
話
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

解
決
の
手
助
け
が
で
き
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

周
り
の
方
の
協
力
も
必
要
で
す
。

　

大
切
な
人
を
自
殺
で
亡
く
さ
な
い

た
め
に
み
な
さ
ん
で
協
力
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

　

悩
み
の
背
景
に
は
、
心
の
病
が
あ

る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
ず
は
、左
に
あ
る「
心
の
変
化
」

「
体
の
変
化
」
や
サ
イ
ン
に
気
を
つ

け
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

心
�
健
康
相
談
�
�
知
�
�

　

よ
く
眠
れ
な
い
、
な
ん
と
な
く
心

が
重
い
、
心
配
ご
と
が
い
つ
も
あ
り

気
が
晴
れ
な
い
、
生
き
て
い
く
の
が

つ
ら
い
、
家
族
が
元
気
な
く
い
つ
も

と
様
子
が
違
う
…
…
な
ど
気
に
か
か

っ
て
ま
せ
ん
か
？

　

自
分
の
こ
と
、
家
族
の
こ
と
、
ご

相
談
下
さ
い
。

　
保
健
師
が
０（
ゼ
ロ
）の
つ
く
平
日

に
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
の
で
、
ご

予
約
く
だ
さ
い
。

＊
開
催
時
間
… 

午
前
10
時
〜
午
前
12

時

＊
開
催
場
所
… 

中
里
保
健
セ
ン
タ
ー

相
談
室

＊ 

申
し
込
み
…
事
前
に
「
心
の
健
康

相
談
担
当
者
」
あ
て
に
電
話
で
ご

予
約
く
だ
さ
い
。

＊ 

申
込
先
…
中
里
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

☎
57‒

３
９
２
０

※ 

県
内
で
は
経
済
問
題
に
よ
る
自
殺

が
多
い
よ
う
で
す
。
多
重
債
務
や

自
己
破
産
に
関
す
る
相
談
の
窓
口

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

心
と
命
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付

け
ま
す
。
相
談
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

は
厳
守
い
た
し
ま
す
。

　

自
分
の
、
家
族
の
命
を
大
切
に
し

ま
し
ょ
う
！

Ｑ 

．
妊
婦
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
よ

う
な
症
状（
38
℃
以
上
の
発
熱
、

鼻
水
、
の
ど
の
痛
み
、
咳
な
ど
）

が
出
た
場
合
、
ど
の
よ
う
に
す
れ

ば
い
い
の
？

Ａ 

．
か
か
り
つ
け
の
産
婦
人
科
医
を

受
診
す
る
こ
と
は
極
力
避
け
、
一

般
病
院
に
あ
ら
か
じ
め
電
話
を
し

て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、

妊
娠
し
て
い
る
こ
と
を
伝
え
て
く

だ
さ
い
。

　

 　

妊
婦
さ
ん
は
重
症
化
し
や
す
い

た
め
、
早
め
に
受
診
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

Ｑ 

．
糖
尿
病
の
治
療
を
し
て
い
ま
す

が
、
特
に
注
意
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
す
か
？

Ａ 

．
糖
尿
病
の
方
は
、
免
疫
反
応
が

低
下
し
て
お
り
、
感
染
症
に
か
か

り
や
す
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

も
し
、
感
染
が
疑
わ
れ
る
症
状
に

な
っ
た
ら
、
早
め
に
か
か
り
つ
け

医
に
連
絡
し
て
指
示
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

　

 　

特
に
合
併
症
の
あ
る
方
、
高
齢

者
の
方
は
注
意
が
必
要
で
す
。（
糖

尿
病
な
の
に
放
置
し
て
い
る
人
も
、

自
分
が
高
危
険
群
で
あ
る
こ
と
を

忘
れ
ず
対
処
し
て
く
だ
さ
い
。）

Ｑ 
．
症
状
は
な
い
が
、
検
査
し
て
も

ら
え
る
と
こ
ろ
は
あ
る
？

Ａ 

．
症
状
が
な
い
場
合
に
は
検
査
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
渡

航
歴
や
接
触
歴
が
あ
る
方
で
、
新

型
の
感
染
が
強
く
疑
わ
れ
る
場
合

で
も
、
発
症
前
に
診
断
す
る
こ
と

は
困
難
で
す
。

Ｑ 

．
自
宅
で
の
治
療
と
な
っ
た
場
合
、

ど
う
す
れ
ば
い
い
？

Ａ 

．
次
の
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

〈
患
者
さ
ん
〉

・ 

毎
日
体
温
を
測
り
、
体
調
の
変
化

に
注
意
す
る（
発
熱
が
続
く
、
水

分
が
と
れ
な
い
な
ど
、
回
復
に
向

か
わ
な
い
場
合
は
、
再
度
医
療
機

関
に
相
談
す
る
。）

・ 

個
室
で
安
静
に
し
、
外
出
は
さ
け

る
・ 

水
分
補
給
を
こ
ま
め
に
す
る（
イ

オ
ン
飲
料
な
ど
）

・ 

マ
ス
ク
を
着
用
し
、
咳
エ
チ
ケ
ッ

ト
を
守
る

〈
家
族
の
方
〉

・ 

患
者
さ
ん
の
世
話
を
す
る
と
き
は

マ
ス
ク
を
着
用
す
る

・ 

看
病
後
な
ど
に
こ
ま
め
に
手
洗
い

す
る

・
タ
オ
ル
、
食
器
の
共
用
は
さ
け
る

・ 

患
者
さ
ん
の
容
態
に
注
意
す
る
と

と
も
に
、
家
族
の
体
調
管
理
に
も

気
を
配
る

※ 

病
室
等
は
こ
ま
め
に
換
気
し
、
ぬ

れ
タ
オ
ル
を
掛
け
て
お
く
な
ど
、

湿
度
を
保
つ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

平成21年度 心の健康相談日（予定）

平成21年10月20日

　　　　11月10日、20日、30日

　　　　12月10日

平成22年１月20日

　　　　２月10日

　　　　３月10日、30日

心
の
変
化

◆ 

感
情
面 

� 

気
分
が
沈
む
・
涙
も
ろ
く
な
る
・
不
安
・
自
分
を
責
め

る
・
自
分
な
ど
い
な
い
方
が
よ
い
と
考
え
る
・
死
に
た

く
な
る

◆ 

意
欲
面 

� 

や
る
気
が
で
な
い
・
集
中
力
・
行
動
力
・
決
断
力
の
低

下
・
記
憶
力
の
低
下
・
興
味
・
関
心
が
な
く
な
る

体
の
変
化

　
　

 

不
眠
・
食
欲
不
振
・
体
重
減
少
・
全
身
の
倦
怠
感
・
頭
痛
・
耳
鳴

り
・
め
ま
い
・
吐
き
気
・
味
覚
異
常
・
腹
痛
・
便
秘
・
下
痢
・
性

欲
減
退

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
Ｑ
＆
Ａ

平成21年（2009年）９月広報　なかどまり[ 5 ]



　

中
里
地
域
で
は
�
宮
川
獅
子
舞
の

演
舞
を
オ
�
プ
ニ
ン
グ
に
�
3
0
0

年
以
上
前
の
寛
永
年
間
か
ら
始
ま
�

た
と
さ
れ
る
伝
統
の
�
な
に
も
さ
さ

流
し
踊
り
�
が
行
わ
れ
�
沿
道
を
埋

め
た
観
客
の
前
で
約
3
5
0
人
の
踊

り
手
た
ち
が
�
中
央
公
民
館
か
ら
パ

ル
ナ
ス
ま
で
の
道
の
り
を
盆
唄
に
合

わ
せ
踊
り
ま
し
た
�
今
年
は
初
め
て

中
学
校
の
生
徒
も
参
加
し
�
元
気
に

ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
�

　

会
場
を
パ
ル
ナ
ス
駐
車
場
に
移
し
�

保
育
所
・
幼
稚
園
に
よ
る
ダ
ン
ス
が

行
わ
れ
た
後
�
今
年
�
町
無
形
民
俗

文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
�
津
軽
伝
統

金
多
豆
蔵
人
形
一
座
�
の
人
形
劇
が

行
わ
れ
ま
し
た
�
使
い
慣
れ
た
津
軽

弁
で
の
掛
け
合
い
に
�
特
に
帰
省
で

帰
�
て
き
た
観
客
は
大
喜
び
で
し
た
�

　

人
形
劇
の
後
は
�
ビ
ン
ゴ
大
会
�

よ
さ
こ
い
中
里
を
行
い
�
よ
さ
こ
い

は
今
年
も
た
く
さ
ん
の
チ
�
ム
が
参

加
し
て
く
れ
ま
し
た
�

　

最
後
は
�
花
火
で
フ
�
ナ
�
レ
を

迎
え
�
夏
の
夜
空
を
焦
が
し
ま
し
た
�

　

小
泊
地
区
は
�
古
く
か
ら
行
わ
れ
て

い
る
神
事
の
�
大
漁
祈
願
祭
�
を
皮
切

り
に
�
ま
ず
海
上
相
撲
大
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
�
マ
リ
ン
パ
�
ク
内
の
海
上
で

行
わ
れ
た
大
会
で
は
�
海
の
上
に
浮
か

べ
た
�
土
俵
�
の
上
に
�
環
境
に
優
し

い
E
M
菌
入
り
洗
剤
が
ま
か
れ
��
す

べ
り
出
し
�
な
ど
海
上
相
撲
な
ら
で
は

の
決
ま
り
手
が
飛
び
出
す
楽
し
い
大
会

と
な
�
て
い
ま
し
た
�

　

�
館
岡
屏
風
山
ス
コ
�
プ
三
味
線
�

で
は
�
小
さ
い
お
子
さ
ん
と
の
セ
�
シ

�
ン
も
行
わ
れ
大
い
に
盛
り
上
が
�
た

ほ
か
�
お
待
ち
か
ね
の
�
マ
グ
ロ
解
体

シ
�
�
�
が
そ
の
後
行
わ
れ
ま
し
た
�

約
5
分
で
解
体
さ
れ
た
マ
グ
ロ
は
�
会

場
の
観
客
に
ふ
る
ま
わ
れ
ま
し
た
が
�

あ
�
と
い
う
間
に
長
蛇
の
列
が
で
き
�

皆
さ
ん
の
胃
袋
に
お
さ
ま
�
て
し
ま
い

ま
し
た
�

　

そ
の
後
��
花
柳
舞
踊
��
よ
さ
こ
い
�

�
流
し
踊
り
��
権
現
太
鼓
�
の
披
露

が
行
わ
れ
�
運
行
さ
れ
て
い
た
ね
ぷ
た

が
会
場
に
到
着
し
ま
し
た
�

　

ね
ぷ
た
到
着
後
も
保
育
所
児
童
の
舞

踊
や
カ
ラ
オ
ケ
大
会
が
行
わ
れ
�
夜
遅

く
ま
で
会
場
は
熱
気
に
包
ま
れ
て
い
ま

し
た
�

　

ま
た
�
下
前
地
区
で
も
夜
7
時
か
ら

�
す
く
す
く
し
た
ま
え
館
�
で
祭
り
が

行
わ
れ
�
中
里
三
味
線
会
の
演
奏
や
よ

さ
こ
い
�
ス
ワ
ン
の
里
ス
コ
�
プ
三
味

線
�
カ
ラ
オ
ケ
大
会
な
ど
�
こ
ち
ら
は

終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
で
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
�

なかどまりまつり
まちの話題

「
伝
統
」
が
祭
り
を

盛
り
上
げ
る

中里地域
8/11㈫

小泊地域
8/14㈮ 小泊地区

8/15㈯ 下前地区

地
域
な
ら
で
は
の
メ
ニ
ュ
ー
で



　

８
月
15
日
㈯
、
町
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
パ
ル
ナ
ス
で
、
平
成
21
年
度
の

成
人
式
が
1
8
0
人
あ
ま
り
の
出
席

者
を
迎
え
開
か
れ
ま
し
た
。

　

例
年
満
21
歳
を
迎
え
る
学
年
を
対

象
に
行
っ
て
い
た
成
人
式
で
す
が
、

今
年
か
ら
満
20
歳
の
学
年
を
対
象
と

す
る
よ
う
変
更
し
た
た
め
、
2
学
年

対
象
の
成
人
式
と
な
り
、
受
付
前
の

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
は
、
再
会
を
喜
び
合

う
成
人
で
ご
っ
た
返
し
ま
し
た
。

　

記
念
撮
影
後
の
式
典
で
は
、
古
川

政
昭
教
育
委
員
長
が
「
皆
さ
ん
が
船

出
す
る
現
在
の
社
会
は
、
百
年
に
一

度
と
い
わ
れ
る
経
済
不
況
の
中
だ
が
、

夢
の
実
現
に
向
か
っ
て
歩
ん
で
く
だ

さ
い
。」
と
式
辞
を
述
べ
、
続
い
て

町
長
が
「
若
い
人
の
柔
軟
な
発
想
が

こ
れ
か
ら
の
日
本
に
は
必
要
。
感
性

を
磨
い
て
力
を
発
揮
し
て
ほ
し
い
。」

と
お
祝
い
の
言
葉
を
新
成
人
に
贈
り

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
新
成
人
を
代
表
し
て
叶

早
織
さ
ん
が
「
今
、
大
学
で
学
ん
で

い
る
が
、
大
人
と
し
て
の
自
覚
を
持

ち
、
が
ん
ば
り
た
い
。」
と
誓
い
の

言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
は
、
出
席
で
き
な
か

っ
た
中
学
校
恩
師
の
ビ
デ
オ
レ
タ
ー

を
鑑
賞
し
、
懐
か
し
い
先
生
が
登
場

す
る
と
、
笑
い
や
歓
声
が
漏
れ
て
い

ま
し
た
。

　

20
歳
に
な
っ
て
や
っ
て
み
た
い
こ

と
を
新
成
人
に
聞
い
て
み
る
と
、「
大

人
と
い
う
感
じ
が
す
る
。
家
族
と
一

緒
に
海
に
行
き
た
い
。」（
小
泊
地
域

　

丸
山
慎
矢
さ
ん
）、「
学
生
だ
け
ど
、

働
い
て
自
分
の
車
を
持
ち
た
い
。」

（
中
里
地
域　

野
上
規
朗
さ
ん
）、「
来

年
就
職
な
の
で
、
稼
い
で
家
族
を
旅

行
に
連
れ
て
行
き
た
い
。」（
中
里
地

域　

田
中
杏
奈
さ
ん
）な
ど
、
新
成

人
ら
し
い
爽
や
か
な
答
え
が
返
っ
て

き
ま
し
た
。

　

７
月
30
日
㈭
〜
8
月
12
日
㈬
の
14

日
間
に
わ
た
っ
て
、
町
博
物
館
で
は

3
人
の
博
物
館
実
習
生
を
受
け
入
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
実
習
は
、
博
物
館
の
専
門
職

員
と
な
る
資
格
「
学
芸
員
」
を
取
得

す
る
た
め
に
、
大
学
か
ら
の
依
頼
に

よ
っ
て
行
わ
れ
る
も
の
で
、
福ふ
く

長な
が

志し

暢の
ぶ

さ
ん（
弘
前
学
院
大
学
4
年
）、
乗の
り

田た

康や
す

代よ

さ
ん（
弘
前
学
院
大
学
4
年
）、

三み

上か
み

愛あ
い

さ
ん（
東
北
芸
術
工
科
大
学

4
年
）が
博
物
館
業
務
の
体
験
し
ま

し
た
。

　

3
人
は
ま
ず
、
小
泊
地
域
の
坊
主

沢
遺
跡
で
発
掘
作
業
を
体
験
。
な
か

な
か
つ
ら
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、
他

の
博
物
館
で
は
あ
ま
り
や
ら
な
い
作

業
だ
そ
う
で
、
実
習
生
に
と
っ
て
は

貴
重
な
経
験
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
そ

の
後
は
、
博
物
館
の
調
査
研
究
活
動

や
資
料
の
取
扱
い
方
、
展
示
公
開
の

仕
方
と
続
き
、
最
後
は
実
習
生
が
企

画
展
の
ア
イ
デ
ア
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

実
習
を
終
え
た
3
人
は
、
2
週
間

に
及
ぶ
実
習
の
充
実
感
が
漂
っ
て
い

ま
し
た
。「
も
っ
と
大
人
数
で
運
営

し
て
い
る
と
思
っ
た
。
思
っ
た
よ
り

も
作
業
が
多
く
て
大
変
だ
っ
た
が
、

こ
れ
で
ゆ
っ
く
り
寝
ら
れ
る
。」（
福

長
さ
ん
）、「
発
掘
は
掘
り
当
て
る
と

お
も
し
ろ
い
。
社
会
教
育
的
な
メ
ニ

ュ
ー
も
あ
り
、
貴
重
な
体
験
だ
っ
た
。

歌
っ
て
踊
れ
る
学
芸
員
を
目
指
し
た

い
！
」（
乗
田
さ
ん
）、「
学
芸
員
の
仕

事
量
の
多
さ
に
び
っ
く
り
し
た
。
少

な
い
人
数
で
管
理
運
営
を
し
、
休
み

も
ま
ま
な
ら
な
い
体
制
で
は
本
当
に

大
変
だ
と
思
っ
た
。
今
回
の
実
習
で

中
里
の
こ
と
を
よ
く
知
る
こ
と
が
で

き
た
。」（
三
上
さ
ん
）と
、
そ
れ
ぞ
れ

感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
、

す
ば
ら
し
い
学
芸
員
に
な
っ
て
く
だ

さ
い
。

　7月21日㈫、小泊婦人会の皆
さんが臨港道路の草むしり奉仕
を行いました。
　まつりに向けて、観客に気分
よく道を通ってもらおうと企画
されたもので、会員の皆さんは
マリンパークまでの歩道に生え
た草を、丁寧に手で抜き取って
いました。
　婦人会の皆様、本当にありが
とうございました。

小泊婦人会が
港湾道路を草むしり奉仕

平
成
21
年
度
成
人
式

大
人
�
自
覚
�
責
任 

爽
�
�
�

職
業
の
大
変
さ
と

大
切
さ
を
肌
に
感
じ
て

３
人
が
博
物
館
で

学
芸
員
実
習
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8
月
23
日
㈰
、
町
文
化
セ
ン
タ
ー

パ
ル
ナ
ス
駐
車
場
で
、
平
成
21
年
度

の
消
防
団
定
期
観
閲
式
が
、
本
部
と

10
分
団
合
わ
せ
て
2
0
0
人
以
上
が

参
加
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

観
閲
式
は
、
日
頃
の
訓
練
の
成
果

を
披
露
し
た
り
、
服
装
・
機
械
な
ど

を
点
検
す
る
目
的
で
開
か
れ
、
観
閲

者
の
町
長
ほ
か
多
数
の
来
賓
を
招
い

て
、
凛
々
し
い
雰
囲
気
の
中
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
中
で
、
幼
年
防
火
ク
ラ
ブ
の

演
技
も
行
わ
れ
、
中
里
幼
稚
園
の
園

児
た
ち
が
か
わ
い
い
演
技
を
披
露
し
、

た
く
さ
ん
の
観
客
が
目
を
細
め
て
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
放
水
訓
練
、
玉
落
と
し
競

技
も
行
わ
れ
、
空
高
く
舞
い
上
が
る

放
水
の
曲
線
に
、
観
客
た
ち
が
見
入

っ
て
い
ま
し
た
。

　

西
北
五
地
方
の
生
活
改
善
グ
ル
ー

プ
が
一
堂
に
集
ま
り
、「
第
32
回
西

北
地
域
農
山
漁
村
女
性
の
つ
ど
い
」

が
、
8
月
20
日
㈭
中
央
公
民
館
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
つ
ど
い
は
、
普
段
か
ら
加
工

品
づ
く
り
や
産
地
直
売
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
る
意
欲
あ
る
女
性
た
ち
が

集
ま
り
、
成
果
や
情
報
を
交
換
す
る

こ
と
で
グ
ル
ー
プ
活
動
の
発
展
を
図

ろ
う
と
、
昭
和
51
年
か
ら
続
い
て
い

る
活
動
で
す
。

　

農
業
者
や
漁
業
者
の
女
性
た
ち
で

構
成
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
の
会
員
の
前

で
、
町
長
が
「
女
性
の
社
会
参
加
が

求
め
ら
れ
る
時
代
。
親
睦
を
図
り
な

が
ら
、
加
工
品
づ
く
り
や
販
売
を
通

し
て
産
業
の
活
性
化
に
貢
献
し
て
ほ

し
い
。」
と
あ
い
さ
つ
。
西
北
地
域

県
民
局
農
林
水
産
部
長
は
、「
農
村

が
元
気
で
な
い
と
い
わ
れ
る
が
、
そ

ん
な
こ
と
は
な
い
。
産
直
は
い
ま
や

1
0
0
億
円
産
業
で
、
み
な
さ
ん
の

活
動
の
お
か
げ
だ
と
思
っ
て
い
る
。」

と
述
べ
ま
し
た
。

　

会
員
は
こ
の
後
、
意
見
発
表
を
行

っ
た
り
加
工
品
を
紹
介
。
意
見
発
表

で
は
、
薄
市
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
の

佐
藤
イ
ネ
子
さ
ん
が
「
食
育
を
取
り

入
れ
た
我
が
家
の
農
業
」
と
題
し
、

子
ど
も
た
ち
を
通
じ
て
、
ア
ス
パ
ラ

ガ
ス
の
給
食
提
供
や
消
費
者
と
の
交

流
、
メ
ロ
ン
の
オ
ー
ナ
ー
制
な
ど
を
、

ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に
発
表
し
ま
し

た
。

　

後
半
は
、
ほ
ほ
え
み
講
習
会
「
ほ

ほ
え
ん
で
、
笑
っ
て
、
元
気
に
な
ろ

う
！
」
を
行
い
、
ほ
ほ
え
み
で
食
育

や
消
費
者
交
流
を
う
ま
く
進
め
る
た

め
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
学
び
ま
し
た
。

　

発
表
を
行
っ
た
佐
藤
イ
ネ
子
さ
ん

は
、「
つ
ど
い
で
人
と
の
つ
な
が
り
、

交
流
が
で
き
る
。
皆
さ
ん
が
い
ろ
い

ろ
活
動
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て

よ
か
っ
た
。
今
後
の
自
分
の
農
業
・

活
動
に
生
か
し
て
い
き
た
い
。」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　7月31日㈮に中里保育所で、㈱コメリによる花の贈

呈と寄せ植えの指導が行われました。

　コメリから３人の方がお花や鉢などの材料を持参し、

３歳児以上の児童が参加の下、寄せ植えの指導を行い

ました。

　晴天の中、児童たちは前庭で、ブルーサルビアほか

数種類を鉢に植え、元気に育つよう願いを込めながら

水をかけました。

　お花の贈呈あ

りがとうござい

ました。いただ

いた鉢植えは、

毎日ひまわり組

の児童が水をか

けて手入れして

います。

　8月7日(金)、中泊町たばこ販売促進協議
会による清掃奉仕が行われました。
　これはJTが進めている「ひろえば街が
好きになる運動」の一環で、参加者は中央
公民館からパルナスまでの道のりを、袋を
持ちながら歩いてごみを拾いました。
　参加した方からは、「これからは、環境
が大切な時代になってくる。喫煙者にはマ
ナーを守ってタバコをたしなんでもらいた
い。」という感想が聞かれました。皆さん、
お疲れ様でした。

大切に育てるよ！
中里保育所に花の贈呈

消
防
団

観
閲
式

町
を
守
る
人
た
ち 

一
堂
に

第
32
回
西
北
地
域

農
山
漁
村
女
性
の
つ
ど
い

生
活
�
根
�
�

改
善
�
努
力
�
発
表

ひろって町をクリーンに
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町
に
新
し
い
外
国
語
指
導
助
手

（
A
L
T
）が
2
人
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

7
月
29
日
㈬
に
は
、ト
レ
ヴ
ァ
ー
・

マ
ッ
シ
ー
さ
ん（
ア
メ
リ
カ
・
ウ
ィ

ス
コ
ン
シ
ン
州
出
身
22
歳
）が
、
8

月
5
日
㈬
に
は
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
リ
ャ

ン
さ
ん（
ア
メ
リ
カ
・
イ
リ
ノ
イ
州

出
身
22
歳
）が
、
町
長
室
を
訪
れ
て

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

ト
レ
ヴ
ァ
ー
さ
ん
は
、「
子
ど
も

の
頃
空
手
に
興
味
が
あ
り
、
大
学
で

は
日
本
語
を
4
年
間
勉
強
し
ま
し
た
。

英
語
を
教
え
る
の
が
こ
れ
か
ら
楽
し

み
。」
と
話
し
て
お
り
、
も
の
す
ご

く
意
欲
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
ち
な

み
に
、
日
本
食
は
O
K
と
の
こ
と
。

　

一
方
ジ
ョ
ナ
サ
ン
さ
ん
は
、「
こ

れ
か
ら
の
時
代
は
国
際
感
覚
が
大
事
。

日
本
の
文
化
に
興
味
が
あ
り
、
子
ど

も
が
大
好
き
な
の
で
、
英
語
の
大
切

さ
を
教
え
な
が
ら
、
自
分
に
と
っ
て

も
日
本
を
体
験
す
る
い
い
チ
ャ
ン
ス
な

の
で
が
ん
ば
り
た
い
。」
と
抱
負
を
述

べ
て
い
ま
し
た
。

　

ト
レ
ヴ
ァ
ー
さ
ん
は
小
泊
地
域
で
、

ジ
ョ
ナ
サ
ン
さ
ん
は
中
里
地
域
で
こ

れ
か
ら
小
・
中
学
生
に
英
語
を
教
え

ま
す
。
町
で
見
か
け
た
ら
、
気
軽
に

あ
い
さ
つ
し
て
く
だ
さ
い
。
2
人
と

も
日
本
語
が
す
ご
く
上
手
い
の
で
、

大
丈
夫
で
す
よ
。

　

7
月
30
日
㈭
〜
31
日
㈮
の
2
日
間

に
わ
た
っ
て
、
中
央
公
民
館
で
金
魚

ね
ぶ
た
づ
く
り
教
室
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

教
室
に
は
10
人
の
参
加
が
あ
り
、

30
日
に
は
針
金
で
胴
体
づ
く
り
・
紙

貼
り
を
行
い
、
31
日
に
は
墨
入
れ
と

色
づ
け
を
行
っ
て
金
魚
ね
ぶ
た
を
作

り
ま
し
た
。

　

兄
弟
で
参
加
し
た
佐
々
木
小
百
合

さ
ん（
武
田
小
5
年
）と
亮
輔
さ
ん

（
同
2
年
）は
、
今
回
は
弟
が
や
り
た

い
と
い
っ
た
の
で
参
加
し
た
そ
う
で
、

弟
の
亮
輔
さ
ん
は
「
胴
体
に
紙
を
貼

り
、
針
金
に
沿
っ
て
紙
を
切
る
の
が

難
し
か
っ
た
け
ど
、
色
塗
り
が
楽
し

か
っ
た
。」
そ
う
で
、
姉
の
小
百
合

さ
ん
は
「
今
年
で
2
回
目
の
参
加
。

去
年
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
た
が
、

や
は
り
紙
を
切
る
の
が
難
し
か
っ
た
。

作
っ
た
金
魚
ね
ぶ
た
は
、
家
に
飾
っ

て
お
く
。」
と
い
っ
て
い
ま
し
た
。

　

7
月
30
日
㈭
に
中
里
保
育
所
入
所

児
の
前
で
、「
金
多
豆
蔵
人
形
芝
居
」

が
上
演
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
上
演
は
、
保
育
所
の
呼
び
か

け
に
、
金
多
豆
蔵
人
形
一
座
の
3
代

目
主
宰
者
で
あ
る
木
村
巌
さ
ん（
竹

田
地
区
在
住
）が
応
じ
た
も
の
で
、

「
岩
見
重
太
郎
ヒ
ヒ
退
治
」
と
「
人

形
手
踊
り
」
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

木
村
さ
ん
の
お
話
に
よ
る
と
、
最

初
は
別
の
演
目
を
用
意
し
て
い
た
そ

う
で
す
が
、
ご
自
身
の
お
子
さ
ん
が

こ
の
話
が
い
い
と
い
う
こ
と
で
、
ち

ょ
っ
と
大
人
向
け
の
話
で
し
た
が
、

こ
の
演
目
に
し
た
そ
う
で
す
。

　

保
育
士
に
連
れ
ら
れ
て
き
た
子
ど

も
た
ち
は
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る
人
形

劇
を
前
に
ド
キ
ド
キ
ワ
ク
ワ
ク
の
様

子
。
い
よ
い
よ
開
演
と
な
り
、
金
多

と
豆
蔵
の
津
軽
弁
で
繰
り
広
げ
ら
れ

る
絶
妙
な
掛
け
合
い
に
、
大
き
な
笑

い
声
を
出
し
て
い
ま
し
た
。
さ
す
が

津
軽
の
子
ど
も
た
ち
と
い
っ
た
と
こ

ろ
で
す
。
周
り
の
保
育
士
た
ち
も
、

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
津
軽
伝
統
の

人
形
芝
居
の
世
界
を
存
分
に
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

　中央公民館
で７月31日
㈮に、「高齢
者の交通安全
について」と
題して、中里
駐在所巡査長
の天内邦彦氏
による講演が
開かれました。この講演は、宝寿大学の
講義の一環として行われ、地域に密着し
て住民の安全を守っている天内さんに講
演を依頼し実現しました。
　天内氏は、中里地域を巡回して気づい
たことや、体験談を交えて講演。交通安
全についての映画上映などを行いました
が、141人の受講生は熱心に講演に聴き
入っていました。

宝寿
大学

地域の安全を守る
警察の役割を学ぶ

W
e
lc

o
m

e
 to

 

�
�
�
�
�

�
人
�
外
国
青
年
�
新
�
�

金
魚
ね
ぶ
た
作
り
の

教
室
を
開
催

�
�
�
子
�
満
喫

金
多
豆
蔵
�
世
界
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恒
例
の「
真
夏
の
ス
ト
ー
ブ
列
車
」

が
8
月
4
日
㈫
、
今
年
も
津
軽
中
里

駅
に
到
着
し
ま
し
た
。

　
「
の
れ
!
そ
れ
!
中
里
実
行
委
員

会
」
主
催
で
行
わ
れ
る
こ
の
イ
ベ
ン

ト
は
、
夏
に
訪
れ
る
観
光
客
の
お
客

様
に
も
、津
軽
の
風
物
詩
で
あ
る「
ス

ト
ー
ブ
列
車
」
を
体
験
し
て
も
ら
お

う
と
企
画
さ
れ
た
も
の
で
、
今
年
で

実
に
11
回
目
を
数
え
ま
す
。

　

約
80
人
の
観
光
客
を
乗
せ
た
真
夏

の
ス
ト
ー
ブ
列
車
は
、
津
軽
中
里
駅

へ
午
後
４
時
に
到
着
。
中
里
三
味
線

会
に
よ
る
演
奏
で
の
出
迎
え
が
行
わ

れ
、
車
窓
か
ら
は
た
く
さ
ん
の
拍
手

が
あ
り
ま
し
た
。

　

三
味
線
の
音
色
を
至
近
距
離
で
録

音
す
る
人
も
お
り
、
ま
た
ホ
ー
ム
に

特
設
さ
れ
た
物
産
品
売
り
場
で
は
買

い
物
客
で
ご
っ
た
返
す
な
ど
、
大
い

に
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

神
奈
川
と
東
京
か
ら
来
た
男
性
3

人
の
方
は
、「
車
内
で
催
し
が
あ
っ

て
よ
か
っ
た
。
時
間
も
ち
ょ
う
ど
い

い
」
と
い
い
、
埼
玉
か
ら
来
た
方
は

「
立
佞
武
多
を
見
に
来
た
。
車
内
は

と
に
か
く
、
暑
か
っ
た
…
」
と
感
想

を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
中
里

中
学
校
生
徒
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
2

人
参
加
し
て
お
り
、
五
所
川
原
駅
で

の
お
客
様
の
呼
び
込
み
や
、
車
内
で

の
も
て
な
し
ス
タ
ッ
フ
を
体
験
し
、

非
常
に
が
ん
ば
っ
て
い
ま
し
た
。

　

役
場
運
転
室
前
で
、
E
M
石
け
ん

作
り
の
講
習
会
が
7
月
30
日
㈭
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
今
泉
下
地
区
住
民
か

ら
の
申
し
出
で
開
か
れ
、
5
人
の
女

性
が
参
加
。
環
境
衛
生
課
の
職
員
が

講
師
と
な
り
、
家
庭
な
ど
か
ら
出
る

廃
油
か
ら
、
ど
の
よ
う
に
し
て
E
M

菌
入
り
の
石
け
ん
を
作
る
の
か
を
教

え
、
一
緒
に
作
業
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
苛
性
ソ
ー
ダ
と
水
を
オ
イ

ル
缶
な
ど
の
中
に
入
れ
て
、
棒
で
か

き
混
ぜ
ま
す
。
結
構
な
重
労
働
で
す
。

そ
の
後
、
E
M
菌
を
混
ぜ
な
が
ら
、

食
用
油
を
少
し
ず
つ
入
れ
て
い
き
ま

す
。
最
後
は
、
E
M
菌
の
パ
ウ
ダ
ー

な
ど
を
入
れ
、
か
く
は
ん
機
で
ひ
た

す
ら
か
き
混
ぜ
る
と
完
成
で
す
。
で

き
た
石
け
ん
は
、
皆
さ
ん
に
持
ち
帰

っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
型
で
1
週
間

ほ
ど
置
い
た
後
、
約
1
か
月
た
つ
と

石
け
ん
と
し
て
使
う
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
講
習
会
は
、「
も
っ
た
い
な

い
町
民
運
動
」
の
一
環
と
し
て
行
わ

れ
、
地
球
環
境
の
保
護
を
目
的
に
開

か
れ
る
も
の
で
す
。
E
M
菌
入
り
の

廃
油
石
け
ん
は
、
台
所
の
悪
臭
を
抑

え
た
り
、
体
臭
や
お
風
呂
の
カ
ビ
を

抑
制
す
る
な
ど
の
効
果
が
あ
る
そ
う

で
す
。
5
人
以
上
の
住
民
が
集
ま
れ

ば
、
環
境
衛
生
課
に
申
し
出
る
こ
と

で
、
講
習
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
あ
な
た
の
地
区
で
も
受
講
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

　

小
泊
ふ
れ
あ
い
運
動
場
で
7
月
28

日
㈫
か
ら
29
日
㈬
に
か
け
て
、
第
5

回
中
泊
町「
健
や
か
少
年
野
球
大
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
若
い
芽
を
健
や
か
に
伸
ば
そ
う
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
小
学
校
8
校
、

中
学
校
4
校
あ
わ
せ
て
約
2
0
0
人

の
球
児
た
ち
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま

し
た
。

　

わ
が
町
か
ら
は
、
小
学
校
4
校
、

中
学
校
2
校
が
出
場
し
、
武
田
ク
ラ

ブ
と
中
里
中
学
校
が
決
勝
に
進
み
ま

し
た
が
、
惜
し
く
も
準
優
勝
と
い
う

結
果
で
し
た
。
が
ん
ば
っ
た
選
手
の

皆
さ
ん
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　７月17日㈮、町総合文化センターパルナスで、町
内小学校の芸術鑑賞会が行われました。
　この鑑賞会は、生の芸術を体験させたいと、教育委
員会が主催して行っているもので、今年で５回目です。
　この日は、町内の小学校児童が一堂に集まり、「劇
団め組」による「はだかの王様」を鑑賞しました。
　本やアニメの中でしかふれることのない物語が、劇
という形で上演されることに興味津々の子どもたちで
したが、笑いあり、悲しみありの劇に歓声があがった
り、感動していました。

小学生芸術鑑賞会 生の感動を味わう

室
温
50
度
の
世
界 

堪
能
？

真
夏
の
ス
ト
�
ブ
列
車

今
泉
下
地
区

�
�
石
�
�
�

作
�
方
�
学
�

第
５
回
健
や
か
野
球
大
会

少
年
球
児
の

　

迫
力
プ
レ
�

随
所
に
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8
月
7
日
㈮
、
町
体
育
セ
ン
タ
ー

で
第
44
回
西
北
つ
が
る
地
区
身
体
障

害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

多
数
の
来
賓
出
席
の
も
と
、「
風

船
割
り
競
争
」「
玉
入
れ
競
争
」「
輪

投
げ
競
争
」「
ボ
ー
ル
送
り
競
争
」

「
林
檎
拾
い
競
争
」「
地
区
対
抗
リ

レ
ー
」
の
全
６
種
目
の
競
技
種
目
で

勝
敗
を
競
い
ま
し
た
。

　

特
に
、
最
後
の
種
目
「
地
区
対
抗

リ
レ
ー
」
は
、
こ
の
日
一
番
の
盛
り

上
が
り
を
み
せ
、
多
く
の
拍
手
と
声

援
が
会
場
に
響
き
ま
し
た
。

　

わ
が
町
の
身
障
福
祉
会
は
、
第
4

位
と
健
闘
し
ま
し
た
。

　

7
月
20
日
㈰
、
町
体
育
セ
ン
タ
ー

で
「
第
5
回
津
軽
地
区
小
学
生
卓
球

選
手
権
大
会
」
が
、
県
下
か
ら
約
３

０
０
人
の
参
加
者
を
集
め
て
開
か
れ

ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
選
手
の
ほ
か
た
く
さ

ん
の
観
客
が
訪
れ
、
ち
び
っ
こ
選
手

の
か
わ
い
い
が
ん
ば
り
や
、
高
学
年

選
手
の
迫
力
あ
る
戦
い
の
ほ
か
、
熱

を
帯
び
た
応
援
団
の
歓
声
に
包
ま
れ
、

熱
気
あ
ふ
れ
る
雰
囲
気
の
大
会
で
し

た
。

　

地
元
中
里
ク
ラ
ブ
で
は
、
い
ず
れ

も
全
国
大
会
へ
出
場
し
て
い
る
村
上

　

8
月
12
日
㈬
、
東
北
町
で
行
わ
れ

た
県
民
体
育
大
会
男
子
砲
丸
投
げ
で
、

5
年
連
続
優
勝
を
果
た
し
、
大
会
長

か
ら
表
彰
さ
れ
た
川
浪
晋
司
さ
ん

（
薄
市
地
区
在
住
）が
、
町
長
に
表
彰

を
報
告
し
ま
し
た
。

　

川
浪
さ
ん
は
、
県
民
体
育
大
会
の

砲
丸
投
げ
選
手
と
し
て
約
30
年
間
出

場
。
通
算
20
数
回
の
優
勝
を
誇
る
県

内
で
も
有
名
な
選
手
で
す
。

　

報
告
で
は
町
長
か
ら
、「
長
年
に

わ
た
る
健
康
管
理
な
ど
大
変
だ
っ
た

と
思
う
。
5
年
連
続
ど
こ
ろ
か
た
く

さ
ん
の
優
勝
を
積
み
重
ね
て
い
る
の

は
素
晴
ら
し
い
。」
と
あ
り
、
川
浪

さ
ん
は
「
中
学
校
か
ら
砲
丸
投
げ
を

や
っ
て
き
た
が
、
団
体
で
2
位
に
な

っ
て
以
来
、
県
民
体
育
大
会
で
20
数

回
優
勝
で
き
た
。
こ
れ
か
ら
も
が
ん

ば
っ
て
い
き
た
い
。」
と
述
べ
て
い

ま
し
た
。

　

重
ね
た
優
勝
回
数
の
数
に
び
っ
く

り
で
す
。
今
後
も
け
が
を
す
る
こ
と

な
く
、
さ
ら
に
優
勝
を
重
ね
ら
れ
る

よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
有
望
選
手
を
育
成

し
た
実
績
が
評
価
さ
れ
た
小
山
内
誠

さ
ん
が
、
㈶
日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
協

会
か
ら
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

8
月
17
日
㈪
に
町
長
に
報
告
し
た

席
で
は
、
全
国
優
勝
し
た
打
越
奎
也

く
ん
を
育
て
る
な
ど
、
相
撲
競
技
の

指
導
者
と
し
て
評
価
さ
れ
た
こ
と
を

報
告
。「
子
ど
も
た
ち
が
が
ん
ば
っ

た
お
か
げ
で
、
こ
の
よ
う
な
賞
が
も

ら
え
た
。
こ
れ
か
ら
も
選
手
の
育
成

に
尽
力
し
た
い
。」
と
述
べ
て
い
ま

し
た
。

　

ま
た
打
越
奎
也
く
ん
に
も
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
有
望
選
手
と
し
て
、
認
定

証
が
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

相
撲
王
国
「
中
泊
」
を
目
指
し
て
、

が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

莉
羽
さ
ん
と
福
士
鈴
奈
さ
ん
が
奮
闘

し
、
村
上
さ
ん
は
男
子
3
・
4
年
シ

ン
グ
ル
ス
で
優
勝
、
福
士
さ
ん
は
女

子
5
・
6
年
シ
ン
グ
ル
ス
で
3
位
を

獲
得
し
ま
し
た
。

力
の
限
り
戦
う

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

偉
業
達
成
を
報
告

川
浪
�
�
�
年
連
続
優
勝

大
勢
�
卓
球
少
年
�

少
女
�
奮
闘

日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
協
会
奨
励
賞

功
績
認
め
ら
れ

表
情
晴
れ
や
か
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「
ド
ラ
ム
缶
で
ご
み
を
焼
く
人
が

近
所
に
い
て
困
っ
て
い
る
」
と
時
々
、

環
境
衛
生
課
に
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て

お
り
ま
す
。

　

そ
の
内
容
は
、
ほ
と
ん
ど
が
煙
と

臭
い
に
関
す
る
も
の
で
、「
窓
を
開

け
ら
れ
な
い
」「
変
な
臭
い
が
す
る
」

「
洗
濯
物
を
外
に
干
せ
な
い
」「
健

康
被
害
も
心
配
」
な
ど
と
い
う
も
の

で
す
。

　

こ
の
行
為
は
「
野
焼
き
」
に
あ
た

り
ま
す
。

　
「
野
焼
き
」
と
は
、
ド
ラ
ム
缶
な

ど
に
よ
る
焼
却
や
、
空
き
地
、
川
辺

な
ど
で
廃
棄
物
を
焼
却
す
る
こ
と
で
、

廃
棄
物
処
理
法
に
よ
り
禁
止
さ
れ
て

い
る
行
為
で
す
。

　

家
庭
ご
み
を
焼
却
す
る
こ
と
が
、

ご
み
の
減
量
化
に
つ
な
が
っ
て
い
る

と
思
い
が
ち
で
す
が
、
で
も
、
こ
れ

は
法
律
違
反
で
す
の
で
「
野
焼
き
」

は
絶
対
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

野
焼
き
を
し
た
場
合

　

5
年
以
下
の
懲
役
、
又
は
１
、
０

０
０
万
円（
法
人
は
1
億
円
）以
下
の

罰
金
に
処
さ
れ
る
な
ど
厳
し
い
罰
則

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

廃
棄
物
の
「
野
焼
き
」
に
関
す
る

通
報
や
お
問
い
合
わ
せ
は
、
弘
前
環

境
管
理
事
務
所（
弘
前
市
大
字
蔵
主

町
４
番
地　

弘
前
合
同
庁
舎
内

　

☎
0
1
7
2（
31
）1
9
0
0
へ

〈
担
当 

環
境
衛
生
課 

内
線
38・60
〉

発
行
時
期
…
10
月
下
旬
予
定

価　
　

格
…
5
0
0
円（
税
込
）

大 

き 

さ
…
縦
15
㎝
×
横
８
・５
㎝

主
な
内
容

☆ 

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
帳
と
県
及
び
市
町

村
の
主
要
統
計
を
コ
ン
パ
ク
ト
に

収
録

☆
過
去
5
年
間
の
天
気
模
様

☆
年
間
・
月
間
・
週
間
の
予
定
表

☆
イ
ラ
ス
ト
マ
ッ
プ
青
森
な
ど

☆ 

別
冊
「
ふ
る
さ
と
便
利
帳
」
〜
資

料
編（
青
森
県
の
概
要
）、
名
簿
編

（
県
関
係
国
会
・
県
議
会
議
員
名

簿
）、
生
活
編（
ふ
る
さ
と
の
主
な

行
事
、「
道
の
駅
」
案
内
な
ど
）

☆ 

カ
バ
ー
は
黒
・
青
・
赤
・
緑
の
４

色
。
お
好
き
な
色
を
ポ
ケ
ッ
ト
に

ど
う
ぞ
！

　

申
込
は
9
月
28
日
㈪
ま
で
に
企
画

調
整
課
へ
。

〈
担
当　
企
画
調
整
課
企
画
調
整
係

　
内
線
50
〉

後期高齢者医療制度の運営に関する
『懇談会』委員の公募を行っています

◎職　　務… 後期高齢者医療制度の運営に関する意

見・提案を行っていただきます。

◎任　　期…委嘱の日から２年間

◎応募資格… 県内在住40歳以上の方で、平日昼間青森

市での会議に出席できる方

◎募集人員…８人（応募者の中から選考により決定）

　　　①75歳以上の被保険者　６人

　　　②65歳以上の障害認定被保険者　１人

　　　③40歳以上の他の医療保険被保険者　１人

◎応募方法… 応募用紙及び「後期高齢者医療制度に関

する意見（400字程度）」を提出して下さい。

◎応募期間…９月１日㈫～24日㈭

◎謝 礼 等… 会議１回の出席につき謝礼5,000円及び

交通費（公共交通機関利用実費相当額）

◎応募用紙・要領等の配布、お問合せ、提出先
　　役場町民課老保年金係　☎ 57－2111

　　青森県後期高齢者医療広域連合総務課 ☎ 017－721－3821

　ホームページ http://www.aomori-kouikirengou.jp/

〈担当　町民課老保年金係　内線37〉

　町では、稲わらの有効活用を進めるため、わら収集

機等を導入しました。農家以外の方でもご利用できま

す。稲わらは焼かずに、家畜の飼料、畑の敷き藁、家

庭菜園などへ有効活用しましょう。

○貸 出 用 機 械… 稲わら収集機２台

　　　　　　　　運搬機（ほ場内の運搬用）２台

○利用できる方… 町内のほ場の稲わら等を収集し利用

する方（農業者、非農業者、個人、

団体を問いません）

○貸　　出　　期　　間… １回の申し出に付き７日以内（再申

し出も可能です）

○料　金… 無料（ただし、収集機に使う燃料、紐等は

各自で準備願います）

申し込み及び問い合わせは農政課まで

〈担当　農政課　内線25〉

わら焼きをやめましょう 野
焼
き
は

や
め
ま
し
�
う

２
０
１
０
年
版

県　
民　
手　
帳

予
約
受
付
中
!

これはダメ！
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中泊町役場 ☎ 57－2111
小　泊　支　所 ☎ 64－2111

役　場
からの
お知らせ



　

旧
小
泊
幼
稚
園
の
不
用
物
品
を
売

り
払
い
い
た
し
ま
す
。

【
不
用
物
品
】

・ 

旧
小
泊
幼
稚
園
で
使
用
し
て
い
た

厨
房
機
器
・
棚
・
教
材
各
種
ほ
か

◇
入
札
の
日
時
・
場
所

・ 

物
品
の
公
開
…
9
月
25
日
㈮

　
　
　
　
　
　
　

午
前
10
時

　

 

旧
小
泊
幼
稚
園（
中
泊
町
大
字
小

泊
字
砂
山
1
0
7
5－

1
）

・ 

入
札
…
9
月
28
日
㈪

　
　
　
　

午
前
10
時

　

 

旧
小
泊
幼
稚
園（
中
泊
町
大
字
小

泊
字
砂
山
1
0
7
5－

1
）

《
入
札
参
加
者
の
資
格
》

・
中
泊
町
に
住
所
を
有
す
る
者

・
未
成
年
者
及
び
破
産
者
で
な
い
者

・ 

物
品
の
公
開
時
に
入
札
参
加
の
受

付
を
し
ま
す
。
受
付
し
て
い
な
い

方
は
入
札
に
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

《
入
札
方
法
・
代
金
の
納
入
》

・
物
品
の
公
開
時
に
説
明
し
ま
す
。

〈
担
当　
財
政
課
管
財
係　
内
線
42
〉

が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
に

お
求
め
く
だ
さ
い
）

整
理
券 

配
布
場
所
…
役
場
本
庁
・
小

泊
支
所
・
中
央
公
民
館
・
パ

ル
ナ
ス

◆
第
９
音
楽
隊
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

第
9
音
楽
隊
は
、
昭
和
32
年
、
第

9
混
成
団
音
楽
隊
と
し
て
発
足
、
昭

和
37
年
の
第
9
師
団
創
設
に
伴
い
、

名
称
を
第
9
師
団
音
楽
隊
と
改
め
、

昭
和
50
年
8
月
、
師
団
唯
一
の
音
楽

科
部
隊
「
第
9
音
楽
隊
」
と
し
て
新

た
に
編
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

師
団
司
令
部
の
所
在
す
る
青
森
市

浪
館
に
駐
屯
し
、
第
9
師
団
の
警
備

担
当
区
域
で
あ
る
青
森
・
秋
田
・
岩

手
の
北
東
北
三
県
を
主
な
活
動
範
囲

と
し
、
部
内
外
各
種
行
事
に
出
演
し
、

年
間
約
80
回
に
及
ぶ
演
奏
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。

〈
担
当　
中
央
公
民
館☎

57－

2
3
4
1
〉

講
座
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
の
で
、

希
望
さ
れ
る
方
は
中
央
公
民
館
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日　
　

程
…
10
月
3
日
㈯

　

 

中
央
公
民
館
前
集
合（
公
民
館
バ

ス
）午
前
8
時
出
発⇒

八
甲
田
山

雪
中
行
軍
遭
難
資
料
館
見
学⇒

後

藤
伍
長
の
像
見
学⇒

八
甲
田
ロ
ー

プ
ウ
ェ
ー
で
山
頂
公
園
散
策⇒

萱

野
茶
屋⇒

ア
ッ
プ
ル
ヒ
ル
「
な
み

お
か
」⇒

中
央
公
民
館
へ
午
後
5

時
到
着
予
定

※ 

悪
天
候
の
場
合
は
、
内
容
を
変
更

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

対 

象 

者
…
町
民

募
集
定
員
…
25
名

申
込
期
限
…
9
月
18
日
㈮

持  

ち 

物
…
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
お

弁
当
な
ど（
八
甲
田
ロ
ー
プ
ウ
ェ

ー
の
食
堂
を
利
用
さ
れ
る
方
は
、

お
弁
当
不
要
で
す
。）

料 

金
…
無
料
で
す
が
、
次
の
施
設
を

利
用
す
る
場
合
は
料
金
が
か
か
り

ま
す
。

◇
八
甲
田
山
雪
中
行
軍
遭
難
資
料
館

　
　

1
人　

2
6
0
円

◇
八
甲
田
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
往
復
券

　
　

1
人　

1
、8
0
0
円

〈
担
当　
中
央
公
民
館☎

57

－

2
3
4
1
〉

　

中
央
公
民
館
で
は
、
自
然
に
親
し

み
郷
土
の
歴
史
を
探
訪
す
る
「
自
然

史
跡
探
索
講
座
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

陸
上
自
衛
隊
第
9
音
楽
隊
に
よ
る

演
奏
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
勇
壮
で

華
麗
な
演
奏
を
鑑
賞
で
き
る
ま
た
と

な
い
機
会
で
す
の
で
、
皆
様
お
誘
い

合
わ
せ
の
う
え
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時
… 

10
月
8
日
㈭　

13
時
開
場
／

13
時
30
分
開
演

場
所
… 

中
泊
町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

「
パ
ル
ナ
ス
」
ホ
ー
ル

入
場
料 

…
無
料
で
す
が
、
入
場
整
理

券
が
必
要
で
す（
数
に
限
り

　次のとおり送迎バスを運行

しますので、どうぞご利用く

ださい。

９月18日㈮
　小泊老人憩いの家　8：15
　　↓
　小泊漁協前　8：25
　　↓
　下前上バス停前　8：40
　　↓
　下前漁協前　8：45
　　↓
　折戸バイパス停留所　8：55
　　↓
　町体育センター着　9：35

　帰りは、午後１時45分を予

定しています。

〈担当 福祉課福祉係 内線21〉

心配ごと相談 中泊町社会福祉協議会

中 里 地 域 小 泊 地 域

９月24日　竹　内　恭　一

　　　　　田　中　健　一

10月14日　葛　西　嘉四次

　　　　　秋　元　武　弘

９月16日　磯　野　清　三

　　　　　長　内　ヱツ子

相談場所　中泊町役場相談室　
相談時間　午前９時～午後２時

相談場所　すくすくしたまえ館
相談時間　午前９時～午後２時

行 政 相 談
日時…９月16日㈬　午前９時～午後２時

　　　　（毎月第３水曜日）

場所…役場相談室　

行政相談員…秋 元 武 弘／藪 田 由比子
※ 行政相談は、住民から寄せられた苦情や意見・要
望について、住民と関係行政機関との間に立って、
公正・中立な立場から必要なあっせんを行い、そ
の解決や実現の促進を図ります。

敬老会送迎バス
（小泊地域）

を運行します

一
般
競
争
入
札
の

お
知
ら
せ

陸
上
自
衛
隊
�
�
�

�
�
�
�
演
奏
会

開
催

自
然
史
跡

　

 

探
索
講
座

参
加
者
募
集
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《
募
集
要
項
／
応
募
資
格
》

防
衛
大
学
校
・
防
衛
医
科
大
学
校
…

　

 

高
等
学
校
卒
業
者（
見
込
含
む
）21

歳
未
満
の
男
女

看 

護
学
生
…
高
等
学
校
卒
業
者（
見

込
含
む
）24
歳
未
満
の
男
女

・ 

受
付
期
間
…
9
月
7
日
㈪
〜
10
月

2
日
㈮
ま
で（
締
切
日
必
着
）

・
試
験
期
日

　

防
衛
大
学
校

　
　

11
月
7
日
㈯
・
8
日
㈰

　

防
衛
医
科
大
学
校

　
　

10
月
31
日
㈯
・
11
月
1
日
㈰

　

看
護
学
生
…
10
月
24
日
㈯

　

詳
し
く
は
、
〒
0
3
7

－

０
０
４
６

　

五
所
川
原
市
栄
町
34

－

6

募
集
科
名

　

自
動
車
シ
ス
テ
ム
工
学
科　

20
名

　

建
築
シ
ス
テ
ム
工
学
科　

20
名

応
募
資
格

　

 

高
等
学
校
卒
業
者（
平
成
22
年
3

月
卒
業
見
込
み
の
者
を
含
む
）及

び
同
等
の
学
力
を
有
す
る
者

願
書
受
付
期
間

　

10
月
19
日
㈪
〜
11
月
13
日
㈮

試
験
日
…
11
月
19
日
㈭

　

詳
し
く
は
、
弘
前
高
等
技
術
専
門

校
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　

☎
0
1
7
2（
32
）6
8
0
5

　

国
民
年
金
は
日
本
国
内
に
住
所
が

あ
る
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
す
べ
て

の
方
が
加
入
す
る
制
度
で
す
。

　

必
要
な
と
き
に
必
要
な
届
出
を
忘

れ
る
と
、
必
要
な
通
知
が
届
か
な
い

場
合
や
、
将
来
受
け
取
る
年
金
額
が

少
な
く
な
っ
た
り
受
け
ら
れ
な
く
な

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
主
な
例
を
紹

介
い
た
し
ま
す
の
で
、
次
の
よ
う
な

場
合
は
忘
れ
ず
に
届
け
出
ま
し
ょ
う
。

◆
20
歳
に
な
っ
た
と
き

　

厚
生
年
金
・
共
済
組
合
加
入
者
以

外
は
、
国
民
年
金
へ
の
加
入
手
続
き

○ 

届
出
先
↓
第
1
号
被
保
険
者
は
市

町
村
役
場
、
第
3
号
被
保
険
者
は

配
偶
者
の
勤
務
先

◆
会
社
を
退
職
し
た
と
き

　

国
民
年
金
へ
の
加
入
手
続
き

○
届
出
先
↓
市
町
村
役
場

◆ 

結
婚
や
退
職
等
に
よ
り
配
偶
者
の

扶
養
者
に
な
っ
た
と
き

　

第
1
号
ま
た
は
第
2
号
被
保
険
者

か
ら
第
3
号
被
保
険
者
へ
の
種
別
変

更
手
続
き

○
届
出
先
↓
配
偶
者
の
勤
務
先

◆
配
偶
者
の
扶
養
か
ら
外
れ
た
と
き

　

第
3
号
被
保
険
者
か
ら
第
1
号
被

保
険
者
へ
の
種
別
変
更
手
続
き

○
届
出
先
↓
市
町
村
役
場

◆
住
所
変
更
し
た
と
き

　

国
民
年
金
被
保
険
者
と
し
て
の
住

所
変
更
手
続
き

○
届
出
先
↓
第
1
号
被
保
険
者
は
市

町
村
役
場
、
第
3
号
被
保
険
者
は
配

偶
者
の
勤
務
先

◆ 

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
の
が

困
難
な
と
き

① 

失
業
、
収
入
が
少
な
い
な
ど
を
理

由
と
す
る
方
は
保
険
料
免
除
の
手

続
き

② 

30
歳
未
満
の
方
は
若
年
者
納
付
猶

予
制
度
の
手
続
き

③ 

学
生
の
方
は
学
生
納
付
特
例
制
度

の
手
続
き

○
届
出
先
↓
①
②
③
と
も
に
市
町
村

役
場
ま
た
は
社
会
保
険
事
務
所

　

詳
し
く
は
市
町
村
役
場
国
民
年
金

担
当
係
、
社
会
保
険
事
務
所
ま
で
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

国
民
年
金
の
保
険
料
を
現
金
で
納

め
る
場
合
は
、
銀
行
、
信
用
金
庫
な

ど
の
金
融
機
関
、
郵
便
局
の
ほ
か
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
納
付
で

き
ま
す
。
金
融
機
関
等
が
近
く
に
な

い
方
や
、
忙
し
く
て
日
中
の
納
付
が

難
し
い
方
は
、
ぜ
ひ
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
社
会
保
険
事
務
所
及
び
市

町
村
役
場
国
民
年
金
担
当
係
へ
は
国

民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
現
金
納
付
以
外
に
も
「
口
座

振
替
」
や
「
電
子
納
付（Pay-easy

）」、

「
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
納

付
」
も
可
能
で
す
。
社
会
保
険
庁
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
案
内
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
一
度
ご
覧
に
な
っ
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

◆
社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
◆

　
　

http://w
w
w.sia.go.jp/

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、
く
わ
し

く
は
、
市
町
村
役
場
国
民
年
金
担
当

係
、
社
会
保
険
事
務
所
ま
で
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

　

自
衛
隊
青
森
地
方
協
力
本
部　

五

所
川
原
地
域
事
務
所 
☎
35

－
２
３

０
５ 

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

図 書 館 情 報

　小田川建設所では、平成20年度から３年

をかけ、国道339号沿いに位置する藤枝た

め池（五所川原市金木）、大沢内ため池（中

泊町）の護岸改修工事を行っております。

　今年度も、８月上旬から来年３月下旬ま

で工事を実施します。工事期間中は、何か

とご迷惑をおかけいたしますが、ご協力を

よろしくお願いいたします。

〈お問合せ先〉
　東北農政局津軽農業水利事務所
　　小田川農業水利事業建設所☎54－1212

「他国料理に挑戦」「ホラー小説はいかが？」
をテーマにした本の展示をします。
　　　『廃墟に乞う』 佐々木　譲　文藝春秋
　　　『刻まれない明日』 三崎　亜記　祥 伝 社
　　　『自殺プロデュース』 山田　悠介　幻 冬 舎
　　　『終の住処』 磯崎憲一郎　新 潮 社
　　　『ころころろ』 畠中　　恵　新 潮 社

防
衛
大
学
校
・
防
衛
医
科

大
学
校
・
看
護
学
生
募
集

弘
前
高
等
技
術
専
門
校

22
年
度
入
校
生
募
集

国
民
年
金

�
�
�
�
�

�
�
�
届
出

国
民
年
金
保
険
料
は

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

等
�
�
納
�
�
�
�
�

今月のMiniコレクション

新
刊
情
報

藤枝ため池 大沢内ため池

藤枝ため池及び大沢内ため池
護岸工事のお知らせ
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乗　降　場　所 １便
津軽鉄道
との接続 ２便

津軽鉄道
との接続 ３便

津軽鉄道
との接続 乗　降　場　所 １便

津軽鉄道
との接続 ２便

津軽鉄道
との接続 ３便

津軽鉄道
との接続

※① 中里高校前 6：20 13：24 18：10 ※⑳ 中里駅前 11：00 17：00
※② 若宮（松江宅前） 6：25 13：29 18：15 ※⑲ パルナス前 11：03 17：03
※③ 竹田（スクールバス待合所） 6：30 13：34 18：20 ※⑱ 大沢内駅前 7：23 大沢内着

20：04 11：10 大沢内着
20：04 17：10 大沢内着

20：04

　④ 中長泥（秋元宅前） 6：38 13：42 18：28 ※⑰ 豊島（奈良商店前） 7：30 11：17 17：17
　⑤ 長泥下（鈴木商店前） 6：42 13：46 18：32 　⑯ 豊島西口 7：32 11：19 17：19
　⑥ 長泥中（夏原商店前） 6：44 13：48 18：34 　⑮ 富野 7：35 11：22 17：22
　⑦ 長泥上 6：45 13:49 18：35 ※⑭ 上豊岡（竹内宅前） 7：37 11：24 17：24
　⑧ 田茂木北口 6：47 13：51 18：37 ※⑬ 下豊岡大橋 7：39 11：26 17：26
　⑨ 田茂木 6：49 13：53 18：39 　⑫ 上芦野 7：44 11：31 17：31
　⑩ 田茂木東口 6：51 13：55 18：41 　⑪ 芦野 7：46 11：33 17：33
　⑪ 芦野 6：53 13：57 18：43 　⑩ 田茂木東口 7：48 11：35 17：35
　⑫ 上芦野 6：55 13：59 18：45 　⑨ 田茂木 7：50 11：37 17：37
※⑬ 下豊岡大橋 7：00 14：04 18：50 　⑧ 田茂木北口 7：52 11：39 17：39
※⑭ 上豊岡（竹内宅前） 7：02 14：06 18：52 　⑦ 長泥上 7：54 11：41 17：41
　⑮ 富野 7：04 14：08 18：54 　⑥ 長泥中（夏原商店前） 7：55 11：42 17：42
　⑯ 豊島西口 7：07 14：11 18：57 　⑤ 長泥下（鈴木商店前） 7：57 11：44 17：44
※⑰ 豊島（奈良商店前） 7：09 14：13 18：59 　④ 中長泥（秋元宅前） 8：01 11：48 17：48
※⑱ 大沢内駅前 7：16 五所川原行

7：21 14：20 五所川原行
14：25 19：06 五所川原行

20：04 ※③ 竹田（スクールバス待合所） 8：09 11：56 17：56
※⑲ パルナス前 14：27 19：13 ※② 若宮（松江宅前） 8：14 12：01 18：01
※⑳ 津軽中里駅前 14：30 19：16 ※① 中里高校前 8：19 12：06 18：06

　町では、中里高校や町内の買い物・医療機関への通院へ便利な「武田・中高線バス」、中里と小泊を結ぶ「地域連絡バス」
を運行しています。津軽鉄道との接続も考えられた便利なバスです。ぜひご利用ください。料金は、どこまで乗っても１
回の乗降につき200円です。

●※印以外の場所は、田茂木・長泥線の停留所と同じ場所です。　　●１便目は、大沢内駅が終点、始発となりますのでご注意ください。

●土・日・祝祭日及び年末年始（12月29日～１月３日）は運休です。

●※印以外の乗降場所は、弘南バスの路線バス停留所と同じ場所です。（旧市浦村地区のバス停では乗降できません。）

●土、日、祝祭日及び年末年始（12月29日～1月３日）は運休です。

「武田・中高線バス」 「地域連絡バス」をご利用ください

往　路（中里高校始発） 復　路（大沢内駅、中里駅始発）

武
田
・
中
高
線
バ
ス

往 路（小泊診療所始発） 午 前 の 便 午 後 の 便 復 路（武田公民館始発） 午 前 の 便 午 後 の 便

乗　降　場　所 発 車 時 刻 発 車 時 刻 乗　降　場　所 発 車 時 刻 発 車 時 刻

1 ※小泊診療所 玄関前 ９時00分(始発) 14時10分(始発) 45 ※武田公民館 前 10時40分(始発) 15時50分(始発)
2 　小泊小学校前 ９時01分 14時11分 44 ※上豊岡（竹内宅前） 10時43分 15時53分
3 　小泊新町 ９時01分 14時11分 43 ※鶴寿荘 前 10時45分 15時55分
4 　旧小泊支所 ９時02分 14時12分 42 ※福浦（塚本自転車店前） 10時45分 15時55分

5 　派立（小泊） ９時03分 14時13分 41 ※ピュア 前 10時47分 15時57分

6 　浜町 ９時03分 14時13分 40 ※八幡団地 前 10時49分 15時59分
7 ※漁火センター 玄関前　　 ９時04分 14時14分 39 ※パルナス 前 10時51分 16時01分
8 　片町 ９時05分 14時15分 38 　中里駅前 10時53分 16時03分
9 　小泊漁協前 ９時06分 14時16分 37 ※中泊町役場 前 10時54分 16時04分
10 　展望所前 ９時08分 14時18分 36 　下派立 10時55分 16時05分
11 　下前南口 ９時10分 14時20分 35 ※中泊町中央公民館 玄関前 10時57分 16時07分
12 　下前（すくすくしたまえ館） ９時11分 14時21分 34 　訓練校前 10時59分 16時09分
13 　立松 ９時12分 14時22分 33 　尾別 11時00分 16時10分
14 　下前（すくすくしたまえ館） ９時13分 14時23分 32 　尾別学校前 11時00分 16時10分
15 　みなと ９時14分 14時24分 31 　上高根南 11時01分 16時11分
16 　折戸 ９時16分 14時26分 30 　上高根 11時01分 16時11分
17 　雄の湯温泉 ９時18分 14時28分 29 　冷水 11時02分 16時12分
18 　今泉北口 ９時36分 14時46分 28 　下高根 11時04分 16時14分
19 　唐崎 ９時36分 14時46分 27 　中里高校前 11時04分 16時14分
20 　今泉 ９時38分 14時48分 26 　下高根北 11時05分 16時15分
21 　今泉南口 ９時38分 14時48分 25 　上薄市 11時05分 16時15分
22 　昆布掛 ９時40分 14時50分 24 　薄市 11時06分 16時16分
23 　下薄市 ９時40分 14時50分 23 　下薄市 11時07分 16時17分
24 　薄市 ９時41分 14時51分 22 　昆布掛 11時07分 16時17分
25 　上薄市 ９時42分 14時52分 21 　今泉南口 11時09分 16時19分
26 　下高根北 ９時42分 14時52分 20 　今泉 11時09分 16時19分
27 　中里高校前 ９時43分 14時53分 19 　唐崎 11時11分 16時21分
28 　下高根 ９時43分 14時53分 18 　今泉北口 11時11分 16時21分
29 　冷水 ９時45分 14時55分 17 　雄の湯温泉 11時29分 16時39分
30 　上高根 ９時46分 14時56分 16 　折戸 11時31分 16時41分
31 　上高根南 ９時46分 14時56分 15 　みなと 11時33分 16時43分
32 　尾別学校前 ９時47分 14時57分 14 　下前（すくすくしたまえ館） 11時34分 16時44分
33 　尾別 ９時47分 14時57分 13 　立松 11時35分 16時45分
34 　訓練校前 ９時48分 14時58分 12 　下前（すくすくしたまえ館） 11時36分 16時46分
35 ※中泊町中央公民館 玄関前 ９時50分 15時00分 11 　下前南口 11時37分 16時47分
36 　下派立 ９時52分 15時02分 10 　展望所前 11時39分 16時49分
37 ※中泊町役場 前 ９時53分 15時03分 9 　小泊漁協前 11時41分 16時51分
38 　中里駅前 ９時54分 15時04分 8 　片町 11時42分 16時52分
39 ※パルナス 前 ９時56分 15時06分 7 ※漁火センター 玄関前　　 11時43分 16時53分
40 ※八幡団地 前 ９時58分 15時08分 6 　浜町 11時44分 16時54分
41 ※ピュア 前 10時00分 15時10分 5 　派立（小泊） 11時44分 16時54分
42 ※福浦（塚本自転車店前） 10時02分 15時12分 4 　旧小泊支所 11時45分 16時55分
43 ※鶴寿荘 前 10時02分 15時12分 3 　小泊新町 11時46分 16時56分
44 ※上豊岡（竹内宅前） 10時04分 15時14分 2 　小泊小学校前 11時46分 16時56分
45 ※武田公民館 前 10時10分(終着) 15時20分(終着) 1 ※小泊診療所 玄関前 11時50分(終着) 17時00分(終着)

地
域
連
絡
バ
ス
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内　

 

容
…
動
物
パ
レ
ー
ド
、
展
示
コ

ー
ナ
ー（
飼
い
主
の
責
任
と

は
？
）、
ワ
ン
ち
ゃ
ん
の
運
動

会（
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
編
）、
動
物

と
の
ふ
れ
あ
い（
馬
、羊
、犬
、猫
、

ウ
サ
ギ
等
）、
犬
の
し
つ
け
方

教
室
、
乗
馬
体
験
、
獣
医
さ
ん

な
り
き
り
体
験
な
ど
、
楽
し
い

イ
ベ
ン
ト
盛
り
だ
く
さ
ん
で
皆

様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

料　

金
…
無
料

問
合
せ
…
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

　

〒
0
3
9－

3
5
0
5

　

 

青
森
市
宮
田
字
玉
水
１
１
９－
1

　

☎
０
１
７－

７
２
６－

６
１
０
０

　
　

 http://w
w
w
.aom

ori-
anim

al.jp/

　
「
解
雇
を
突
然
言
い
渡
さ
れ
た
」、

「
賃
金
を
一
方
的
に
変
更
さ
れ
た
」

な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

こ
の
よ
う
な
個
々
の
労
働
者
と
事

業
主
と
の 

間
に
生
じ
た
紛
争
で
、
当

事
者
間
の
み
で
の
解
決
が

困
難
な
場
合
に
、
県
庁
の

労
政
・
能
力
開
発
課
の
担

当
職
員
が
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

 　

さ
ら
に
、
労
働
者
ま
た

は
事
業
主
か
ら
の
あ
っ
せ

ん
申
請
に
よ
り
、
県
労
働

委
員
会
の「
あ
っ
せ
ん
員
」

が
当
事
者
か
ら
お
話
を
う

か
が
い
、
意
見
の
調
整
や

助
言
を
行
う
な
ど
し
て
迅

速
な
解
決
の
お
手
伝
い
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

 　

な
お
、
相
談
及
び
あ
っ

せ
ん
は
無
料
で
す
。
ま
た
、

秘
密
は
守
り
ま
す
の
で
、

安
心
し
て
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　
　
　
　

○
労
働
相
談

　
　
　
　
　

 

青
森
県
労
政
・
能
力
開

発
課（
県
庁
南
棟
4
階
）

　
　

 

☎
０
１
７（
７
７
３
）１
７
７
７

○ 

個
別
的
労
使
紛
争
あ
っ
せ
ん

　

 

青
森
県
労
働
委
員
会
事
務
局（
県

庁
北
棟
8
階
）

　
　

☎
0
1
7（
7
3
4
）9
8
3
2

　

不
正
軽
油
の
製
造
、
販
売
及
び
使

用
等
は
脱
税
行
為
で
あ
り
、
５
年
以

下
の
懲
役
や
３
億
円
以
下
の
罰
金
に

処
せ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
不
正
軽
油
は
、
適
正
な
納
税

秩
序
を
害
す
る
だ
け
で
な
く
、
環
境

破
壊
の
原
因
に
も
な
り
、
反
社
会
的

な
行
為
で
す
。

　

以
下
の
よ
う
な
不
正
軽
油
に
関
す

る
情
報
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
西
北
地

域
県
民
局
県
税
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

○ 

不
審
な
施
設
に
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー

が
頻
繁
に
出
入
り
し
て
い
る

○ 

著
し
く
廉
価
な
軽
油
を
売
り
込
み

に
き
た

○ 

自
動
車
の
燃
料
に
灯
油
や
重
油
を

使
用
し
て
い
る

西
北
地
域
県
民
局
県
税
部
課
税
課

　

☎ 

34

－

２
１
１
１（
内
線
２
０

７
）

日　

時
…
9
月
26
日
㈯
・
27
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

場　

所
… 

県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

（
青
森
市
宮
田
字
玉
水
１

１
９－

1
）

〈お問合せ〉中泊町農業委員会　☎ 57－2111（内線56）

　　　　　　つがるにしきた農協　中里支店 ☎ 57－2240 ／ 武田支店 ☎ 57－2216

　　　　　　　　　　　　　　　　内潟支店 ☎ 58－2509

� 
動
物
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

 

�
�
�
�
�
�
�

大
作
戦
‼
�
開
催

労
働
相
談
�
個
別

的
労
使
紛
争
�
�
�

�
制
度
�
�
知
�
�

不
正
軽
油
の
使
用

防
止
に
つ
い
て
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火事・救急・救助は119番／五消本部病院照会 ☎34－4999／中里消防署 ☎57－2370／小泊消防署 ☎64－2375

◆
速
報
！

　
坊
主
沢
遺
跡
試
掘
調
査

　

小
泊
地
区
に
所
在
す
る
坊ぼ
う

主ず

沢さ
わ

遺

跡
の
試
掘
調
査
が
終
了
し
ま
し
た
。

　

同
調
査
は
、「
小
泊
の
歴
史
を
語

る
会（
柳
澤
良
知
会
長
）」
の
協
力
を

得
て
町
教
育
委
員
会
が
実
施
し
た
も

の
で
、
今
年
度
が
最
終
調
査
と
な
り

ま
す
。

　

今
年
度
調
査
は
、
弥
生
時
代
中
期

（
約
２
千
年
前
）と
縄
文
時
代
前
期

（
約
５
千
５
百
年
前
）の
捨
て
場
を
対

象
と
し
て
行
わ
れ
、
大
量
の
土
器
や

石
器
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

出
土
資
料

は
、
整
理
が

終
わ
り
し
だ

い
博
物
館
で

公
開
す
る
予

定
で
す
。

◆
８
体
目
の

　
　
　
「
貞
伝
仏
」
発
見
！

　

浄
土
宗
本ほ

ん

覚が
く

寺じ（
今
別
町
）第
五
世

住
職
貞て

い

伝で
ん

上
人
が
、
江
戸
中
期
に
製

作
し
た
い
わ
ゆ
る
「
貞て

い

伝で
ん

仏ぶ
つ（
万ま

ん

体た
い

仏ぶ
つ

）」。
７
月
号
に
て
西
山
徹
さ
ん

（
小
泊
）所
有
の
貞
伝
仏
が
町
有
形
文

化
財
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
を
お
伝
え

し
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
中
泊
町
と

し
て
は
８
体
目
と
な
る
貞
伝
仏
が
発

見
さ
れ
ま
し
た
。

　

所
有
者
は
宮
野
沢
在
住
の
三
上
次

郎
さ
ん
。
７
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
貞

伝
仏
写
真
が
、
先
祖
代
々
祀
っ
て
き

た
仏
像
に
酷
似
し
て
い
る
こ
と
に
気

づ
い
た
三
上
さ
ん
が
博
物
館
に
持
参

し
、
貞
伝
仏
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

な
お
市
町
村
別
で
は
、
信
者
に
貞

伝
仏
が
配
布
さ
れ
た
弘
前
市
12
体
に

次
ぐ
数
と
な
り
ま
す
。

　

な
ぜ
中
泊
町
に
多
く
の
貞
伝
仏
が

残
さ
れ
て
い
る
の
か
は
不
明
で
す
が
、

北
海
道
松
前
町
・
福
島
町
で
も
10
体

近
く
発
見
さ
れ
て
お
り
、
津
軽
海
峡

を
挟
ん
だ
津
軽
・
渡
島
両
半
島
が
貞

伝
仏
信
仰
の
中
心
地
と
な
っ
て
い
た

よ
う
で
す
。

◆
ジ
ョ
ブ
・
シ
ャ
ド
ウ
＆

　
　
博
物
館
実
習
の
受
入
れ
！

　

７
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
、
博
物

館
で
は
中
里
高
校
１
学
年
７
名
に
よ

る
ジ
ョ
ブ
・
シ
ャ
ド
ウ
、
大
学
生
３

名
に
よ
る
博
物
館
実
習
を
受
け
入
れ

ま
し
た
。
前
者
は
職
場
体
験
、
後
者

は
学
芸
員
養
成
課
程
の
一
環
と
し
て

行
わ
れ
た
も
の
で
す
。
日
常
的
な
博

物
館
の
仕
事
体
験
の
ほ
か
、
企
画
展

立
案
・
こ
ど
も

教
室
実
践
な
ど

の
難
題
に
つ
い

て
も
、
若
さ
あ

ふ
れ
る
チ
ャ
レ

ン
ジ
精
神
で
取

り
組
ん
で
も
ら

い
ま
し
た
。

　

９
月
１
日
㈫
、
家
庭
科
室
か
ら

火
災
が
発
生
し
た
想
定
で
避
難
訓

練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

児
童
は
「
お
・
は
・
し
・
も
」

　

★
お
…
押
さ
な
い

　

★
は
…
走
ら
な
い

　

★
し
…
喋
ら
な
い

　

★
も
…
戻
ら
な
い

の
約
束
を
守
り
、
安
全
に
避
難
し

て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
訓
練
で
は
、
地
元
消
防

団
の
協
力
を
得
て
、
ポ
ン
プ
車
に

よ
る
放
水
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

８
月
６
日
㈭
、中
泊
町
内
の
小
・

中
学
校
の
教
職
員
・
保
健
主
事
・

養
護
教
諭
24
人
が
、
普
通
救
命
講

習
を
受
講
し
ま
し
た
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動

器
）を
使
用
し
た
一
連
の
心
肺
蘇

生
法
や
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
必
要
性
を
消

防
職
員
か
ら
教
わ
り
な
が
ら
、
使

用
方
法
や
取
扱
い
に
つ
い
て
熱
心

に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

【
心
肺
蘇
生
法
】

※
左
図
を
絶
え
間
な
く
繰
り
返
す

博
物
館
�
�

 
�
�
知
�
�
VOL.7

小泊港を見下ろしながらの調査

三上さん所有貞伝仏

開館準備に取り組む中里高生 解説パネル製作 こどもたち相手に製作指導

中
泊
町
小
・
中
学
校
教
職
員

普
通
救
命
講
習
実
施

胸骨圧迫　30回
気道確保からの人工呼吸
約１秒の人工呼吸×２回

避難訓練 地元消防団による放水演習

武
田
小
学
校

地
元
消
防
団
参
加
で
避
難
訓
練
実
施

�
�
�
�
� 

�
�
�
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今　
　
　

崇　

洋 

（
下
前
上
）

　

工　

藤　

沙
登
美 

（
弘
前
市
）

古　

川　
　
　

密 

49 

（
向
町
下
）

長　

利　

ヤ　

ヱ 

82 

（
若　

宮
）

宮　

腰　

リ　

チ 

78 

（
派
立
中
）

福　

士　

清　

男 

84 

（
薄
市
下
）

葛　

西　

ひ
み
よ 

53 

（
豊　

島
）

松　

谷　

テ
ル
子 

65 

（
深
郷
田
上
）

加
賀
田　
　
　

一 

62 

（
豊　

島
）

野　

上　

清　

二 

79 

（
薄
市
上
）

小　

寺　

一　

𠮷 

80 

（
薄
市
下
）

三　

上　

静　

江 

83 

（
五　

林
）

三　

上　

ト
キ
イ 

80 

（
今
泉
下
）

鈴　

木　

や　

ち 

88 

（
田
茂
木
）

荒　

関　

チ
ヨ
ヱ 

84 

（
派
立
下
）

桑　

田　
　
　

淳 

62 

（
富　

野
）

中　

谷　

三
九
郎 

86 

（
田
茂
木
）

成　

田　

み　

よ 

80 

（
下
前
上
）

小　

林　

シ
マ
子 

94 

（
新
町
二
）

角　

田　

榮　

子 

61 

（
下
前
中
）

篠　
　

雄ゆ
う

斗と 

（
男
・
直
之
） 

尾　

別

平
山　

真ま

由ゆ 

（
女
・
智
久
） 

今
泉
下

中
谷　

麻ま

琴こ
と 

（
女
・
稔
則
） 

上
豊
岡

　

河　

路　

英　

樹 

（
岐
阜
県
）

　

天　

内　

美　

絵 

（
派
立
中
）

　

酒　

井　

正　

寛 

（
新
潟
県
）

　

工　

藤　

香　

理 

（
薄
市
下
）

　

贄　

田　

康　

宏 

（
東
京
都
）

　

横　

山　

綾　

佳 

（
派
立
上
）

　

長　

利　

圭　

悟 

（
上
豊
岡
）

　

今　
　
　

ち
え
み 

（
青
森
市
）

　

田　

中　

洸　

希 

（
青
森
市
）

　

秋　

元　

聡　

華 

（
芦　

野
）

　

田　

中　

雄　

輔 

（
若　

宮
）

　

伊　

藤　

侑　

子 

（
岩
手
県
）

　

野　

上　

芳　

樹 

（
下
高
根
）

　

太　

田　

有　

香 

（
弘
前
市
）

　

賀　

田　

悠　

耶 

（
弘
前
市
）

　

塚　

本　

由
佳
梨 

（
下
豊
岡
）

　

野　

上　

陽　

盛 

（
下
高
根
）

　

阿　

部　

香　

織 

（
群
馬
県
）

　

岩　

田　

哲　

也 

（
名
古
屋
市
）

　

沼　

田　

峰　

子 

（
派
立
）

16 水 ９：30～15：30

９：40～

営農相談（活性化施設）
総合防災訓練（中里保育所）

17 木 12：15～12：30 3歳児健診（中里保健センター）

18 金 10：00～14：00 敬老会（体育センター）

19 土 ９：00～12：00 運動会（小泊保育所）

20 日

21 月

22 火

23 水 ９：30～15：30 営農相談（活性化施設）

24 木 13：00～

15：00～

乳児健診（中里保健センター）
運動継続支援事業（体育センター）

25 金 10：00～ 機能訓練教室（中里保健センター）

26 土

27 日

28 月

29 火 ９：00～

15：00～

結核健診地区巡回（中里地区）
運動継続支援事業（体育センター）

30 水
９：00～

９：30～15：30

結核健診地区巡回（小泊地区）
営農相談（活性化施設）

9　月
1 木

2 金 13：00～13：30 ポリオ生ワクチン投与（中里保健センター）

3 土 ８：30～ 自然史跡探索講座（中央公民館）

4 日

5 月

6 火 15：00～ 運動継続支援事業（体育センター）

7 水 ９：30～15：30

12：50～13：00

営農相談（活性化施設）
2才6ヶ月児歯科検診（中里保健センター）

8 木 13：30～ ふれあい演奏会（パルナス）

9 金 10：00～

10：00～

高齢者教室（中央公民館）
機能訓練教室（中里保健センター）

10 土 中里小学習発表会

11 日

12 月

13 火 13：00～

15：00～

健康相談（小泊保健センター）
健康相談（すくすく下前館）

14 水
９：30～15：30

15：00～

15：00～15：20

営農相談（活性化施設）
運動継続支援事業（体育センター）
ポリオ生ワクチン投与（小泊保健センター）

15 木

10　月

（
７
月
届
出
分
）

７月末現在（前月比）

人　口 13,726人（－17）
　男　 6,527人（－10）
　女　 7,199人（－７）
世帯数 5,157戸（－２）
出生　３  ／  死亡　18
転入　25  ／  転出　27
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　内潟療護園では、８月から「津軽のなたね油」と「津
軽のひまわり油」をセットにしたギフトの販売を始め
ました。
　施設利用者が携わる仕事を増やしたいということか
ら、なたねやひまわりから搾油する施設・設備を、日
本財団の助成を受けて整備し、商品化にこぎ着けまし
た。搾油する施設は、五所川原市の「ひだまり工房」
です。

　今回発売のセットは2,500円となっており、内潟療
護園・きりん館・第二うちがた療護園・ひだまり工房
で買い求めることができます。サラダなどのドレッシ
ングオイルとして使うのがオススメとのこと。自分で
使うのはもちろん、ご贈答用にいかがですか。
　観光客が思わず足を止めたくなるような見事なひま
わり。これを撮影したのは、内潟駐在所向かいの畑で、
薄市の婦人会の方が植え、管理しています。沿道に花
を添えたこのひまわりは、ひだまり工房で搾油され、
ひまわり油に変わります。

　三沢市を主会場に、「第64回市町村対抗青森県民体育大
会」が８月１日㈯、２日㈰、８日㈯、９日㈰の４日間にわ
たって開催されました。
　「はばたけ県民！郷土の和」をスローガンに、わが町の
選手たちもがんばりました。陸上では、女子100メートル
Aで小笠原絵梨香さんが優勝するなど、町が４種目を制覇
し団体優勝となりました。ほかには相撲も優勝、ウエイト
リフティングが３位、テニスがベスト４進出など、町村の
部総合では30町村中７位の好成績となりました。
　惜しくも上位進出とはなりませんでしたが、卓球、柔道、
水泳、ゲートボール、剣道、バドミントン、ソフトテニス
にも出場。選手の奮闘と汗が光りました。
　町のためにがんばってくれた選手の皆さん、ありがとう
ございました。

町に新たな名産が誕生しました

市町村対抗
県民体育大会 町の選手たちが大奮闘！

陸奥新報社提供
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